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a
9 月定例会議において可決された主な条例をお知らせします。

聴聞及び弁明の機会を通知する公示送達に、デジタル化による方法を追加する条例です。

行政組織の見直しに伴い、所管部を市民生活部から地域振興部へ変更する条例です。

宮古市行政ুਢ૖୻の঳৖を੝ਫする૖୻

宮古市੬੓共生௓ਤ委員会૖୻の঳৖を੝ਫする૖୻

　

議
会
決
議
は
議
会
の

意
思
を
表
明
す
る
議
決

行
ನ
で
あ
り
␓
そ
の
内
容

等
に
つ
い
て
正
当
性
␓
༜

当
性
␓
重
要
性
が
求
め
ら

れ
る
␔
本
決
議
案
は
␓
本

会
議
場
等
の
場
で
ප
౗

す
る
こ
と
␓
議
長
か
ら
落

合
議
員
に
対
し
厳
重
注

意
す
る
こ
と
の
２
点
を

求
め
て
い
る
が
␓
こ
れ
ら

は
す
で
に
達
成
さ
れ
て

い
る
現
状
が
あ
る
た
め
␓

あ
え
て
決
議
す
る
必
要

性
が
あ
る
か
疑
問
で
あ

る
␔

　

落
合
議
員
が
物
損
事

故
後
に
ச
や
か
に
相
手

方
等
に
対
し
対
応
す
べ

き
だ
␷
た
と
の
指
త
は

当
ே
で
あ
る
␔
し
か
し
相

手
方
に
は
事
件
当
日
の

෌
方
と
翌
日
に
お
詫
び

し
␓
す
で
に
示
談
も
成
立

を
し
て
い
る
と
ቯ
␷
て

い
る
␔
ま
た
␓
੔
日
の
議

員
全
員
協
議
会
で
␓
落
合

議
員
は
␓
市
民
代
表
と

し
て
不
適
切
で
市
民
の

信
頼
を
損
ね
る
行
ನ
で

あ
␷
た
と
ප
౗
し
␓
今
後

襟
を
正
し
て
い
く
と
の

反
省
の
弁
を
␓
市
民
と
議

会
に
対
し
て
஽
べ
て
い

る
␔

　

提
案
者
の
木
村
議
員

は
␓
੔
ほ
ど
質
疑
で
␓
ප

౗
を
求
め
る
本
会
議␫
等
␬

の
中
に
は
議
会
だ
よ
り

を
含
む
と
理
解
が
で
き

る
௦
弁
を
し
て
い
る
が
␓

現
૔
進
行
中
で
あ
る
９

月
定
例
会
議
の
ౣ
集
作

業
に
お
い
て
␓
橋
本
議
長

の
指
示
に
よ
り
落
合
議

員
の
ප
౗
文
を
掲
載
す

る
␓
と
聞
い
て
い
る
␔

　

ま
た
␓
質
疑
に
お
い
て

議
長
か
ら
説
明
が
あ
␷

た
と
お
り
␓
す
で
に
橋
本

議
長
は
落
合
議
員
に
対

し
て
厳
重
注
意
す
る
と

と
も
に
␓
被
害
者
等
へ
の

丁
Ⴀ
か
つ
早
期
の
対
応

を
指
示
し
て
い
る
␔

　

以
上
の
事
実
経
過
等

か
ら
␓
決
議
案
が
求
め
る

内
容
は
達
成
さ
れ
て
お

り
␓
決
議
案
は
必
要
が
な

い
と
認
識
す
る
␔

決議案第１号
「落合久三議員に対する猛省と
謝罪等を求める決議について」

決
議
案
１
件
を
審
議

　

本
会
議
最
終
日
に
␓
決
議
案
第

１
号
␫
落
合
久
三
議
員
に
対
す
る

༫
省
と
ප
౗
等
を
求
め
る
決
議
に

つ
い
て
␬
が
␓
提
出
者
の
木
村
誠

議
員
␓
賛
成
者
の
古
舘
博
議
員
と

小
島
直
ื
議
員
に
よ
り
提
出
さ
れ

ま
し
た
␔
内
容
は
␓
本
年
５
月
15

日
に
落
合
議
員
の
起
こ
し
た
物
損

事
故
及
び
そ
の
後
の
経
緯
に
関
連

し
て
␓
以
下
の
２
点
を
求
め
る
も

の
で
し
た
␔

一
．落
合
議
員
は
、
本
会
議
等
公
式
の

　
　

場
に
お
い
て
謝
罪
の
意
を
表
明
す

　
　

る
こ
と
。

一
．橋
本
議
長
は
落
合
議
員
に
対
し
、

　
　

市
民
の
代
表
と
し
て
議
会
の
品
位

　
　

と
名
誉
、
そ
し
て
、
市
民
の
信
頼

　
　

を
損
ね
る
行
為
を
二
度
と
し
な
い

　
　

よ
う
厳
重
注
意
を
す
る
こ
と
。

　

質
疑
に
続
く
討
論
で
は
␓ま
ず
␓

決
議
案
へ
反
対
す
る
意
見
が
஽
べ

ら
れ
␓
続
い
て
賛
成
␓
反
対
の
立

場
か
ら
３
名
の
議
員
が
発
言
し
ま

し
た
␔
そ
の
後
␓
採
決
が
行
わ
れ

決
議
案
は
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
␔

　

討
論
の
要
຺
と
賛
否
一
覧
を
以

下
に
示
す
ほ
か
␓
宮
古
市
議
会
議

長
に
よ
る
こ
の
間
の
経
緯
の
説
明

と
お
詫
び
␓
落
合
議
員
に
よ
る
ප

౗
を
５
ペ
␗
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た

の
で
␓
あ
わ
せ
て
ご
覧
下
さ
い
␔

決議案の討論
決議案への反対、 賛成のそれぞれの立場から、 以下の順に討論が行われました。

決
議
案
に

反
対
す
る
討
論

決
議
案
に

賛
成
す
る
討
論

竹
花　

邦
彦 

議
員

　

広
報
ౣ
集
委
員
会
で
␓

落
合
議
員
の
ප
౗
を
議
会

だ
よ
り
に
掲
載
す
る
と
い

う
話
が
出
て
い
る
の
は
そ

の
と
お
り
で
あ
る
␔

　

議
長
は
落
合
議
員
に
指

導
し
た
と
い
う
が
␓
私
に

は
ど
の
程
度
の
も
の
か
わ

か
ら
な
い
␔

　

੔
日
の
議
員
全
員
協
議

会
で
の
落
合
議
員
の
ප
౗

は
␓
た
だ
文
書
を
読
み
上

げ
る
だ
け
で
␓
反
省
し
て

い
る
と
受
け
取
れ
な
か
␷

た
␔

　

議
長
の
厳
重
注
意
に
つ

い
て
も
␓
私
た
ち
に
分
か

ら
な
い
場
面
で
行
わ
れ
て

お
り
␓
ど
の
よ
う
な
஄
で

行
␷
た
の
か
も
聞
い
て
い

な
い
␔
そ
こ
で
␓
改
め
て

厳
重
注
意
を
求
め
る
た
め

に
本
決
議
案
を
提
出
す
る

も
の
で
あ
る
␔

古
舘　

博 
議
員

可決可決されたされた
条例条例

৒୻会議৒୻会議ڵڵাা

　

令
和
8
年
９
月
定
例
会

議
は
␓
９
月
２
日
か
ら
29

日
ま
で
28
日
間
の
日
程
で

開
か
れ
ま
し
た
␔
９
月
定

例
会
議
は
␫
決
算
議
会
␬

と
も
ళ
ば
れ
␓
令
和
７
年

度
の
決
算
に
つ
い
て
の
審

議
が
中
心
と
な
り
ま
す
␔

　

一
般
会
計
決
算
額
は
␓

歳
入
４
０
０
億
４
７
７
万

円
に
対
し
␓
歳
出
は

３
８
７
億
６
２
７
４
万
円

と
な
り
␓
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
は

７
億
１
８
６
７
万
円
の
హ

ஊ
と
な
り
ま
し
た
␔

　

本
会
議
で
は
␓
決
算
13

件
を
認
定
し
た
ほ
か
␓
補

正
予
算
３
件
␓
条
例
４
件

の
計
７
議
案
を
審
議
し

全
会
一
ಱ
で
可
決
し
ま
し

た
␔
ま
た
␓
一
般
質
問
に

は
８
人
の
議
員
が
登
࿳

し
␓
市
民
生
活
や
地
域
の

課
題
に
つ
い
て
␓
質
問
等

を
行
い
ま
し
た
␔␟
各
議

員
の
質
問
は
11
␚
15
ペ
␗

ジ
␠

　

最
終
日
に
は
決
議
案
１

件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た

が
␓
賛
成
少
数
に
よ
り
否

決
さ
れ
ま
し
た
␟
詳
಍
は

３
␚
４
ペ
␗
ジ
␠␔

　

ま
た
␓
市
の
ฅ
金
に
あ
た
る
財
政
調
整
基

　

ま
た
␓
市
の
ฅ
金
に
あ
た
る
財
政
調
整
基

金
は
前
年
度
か
ら
約
２
・
８
億
円
減
り
␓
残
高

金
は
前
年
度
か
ら
約
２
・
８
億
円
減
り
␓
残
高

は
約
は
約
4848
億
円
と
な
り
ま
し
た
␔
一
方
␓
市
の

億
円
と
な
り
ま
し
た
␔
一
方
␓
市
の

೙
金
返
済
に
あ
た
る
公
債
費
は
前
年
度
よ
り

೙
金
返
済
に
あ
た
る
公
債
費
は
前
年
度
よ
り

１
・
６
億
円
増
え
約

１
・
６
億
円
増
え
約
4343
億
円
と
な
り
␓
市
債
の

億
円
と
な
り
␓
市
債
の

残
高
は
前
年
度
よ
り
約

残
高
は
前
年
度
よ
り
約
1717
億
円
減
少
し
␓
約

億
円
減
少
し
␓
約

４
１
５
億
円
と
な
り
ま
し
た
␔
令
和
９
年
度
が

４
１
５
億
円
と
な
り
ま
し
た
␔
令
和
９
年
度
が

೙
金
返
済
の
আ
␗
ク
と
な
る
た
め
␓
厳
し
い
財

೙
金
返
済
の
আ
␗
ク
と
な
る
た
め
␓
厳
し
い
財

政
が
続
く
こ
と
が
予
୳
さ
れ
て
い
ま
す
␔

政
が
続
く
こ
と
が
予
୳
さ
れ
て
い
ま
す
␔

　

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
␓
歳

　

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
␓
歳

入
４
０
０
億
４
７
７
万
円
に
対
し
␓
歳
出

入
４
０
０
億
４
７
７
万
円
に
対
し
␓
歳
出

は
３
８
７
億
６
２
７
４
万
円
と
な
り
␓
実

は
３
８
７
億
６
２
７
４
万
円
と
な
り
␓
実

質
収
支
は
７
億
１
８
６
７
万
円
の
హ
ஊ
で

質
収
支
は
７
億
１
８
６
７
万
円
の
హ
ஊ
で

し
た
␔
し
か
し
␓
財
政
調
整
基
金
等
の
積

し
た
␔
し
か
し
␓
財
政
調
整
基
金
等
の
積

立
・
取
ട
し
を
反
಩
し
た
実
質
౐
年
度
収
支

立
・
取
ട
し
を
反
಩
し
た
実
質
౐
年
度
収
支

は
␓
６
億
１
８
５
９
万
円
の
஧
ஊ
と
な
り

は
␓
６
億
１
８
５
９
万
円
の
஧
ஊ
と
な
り

ま
し
た
␔
昨
年
度
の
実
質
౐
年
度
収
支
は

ま
し
た
␔
昨
年
度
の
実
質
౐
年
度
収
支
は

1616
億
７
３
６
９
万
円
の
஧
ஊ
な
の
で
␓
஧
ஊ
額

億
７
３
６
９
万
円
の
஧
ஊ
な
の
で
␓
஧
ஊ
額

は
約
は
約
1010
・
５
億
円
減
␷
て
い
ま
す
␔

・
５
億
円
減
␷
て
い
ま
す
␔

限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
執
行
を

限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
執
行
を

　ഥਮ�ফ度　ഥਮ�ফ度
宮古市決算��件をੳ৒宮古市決算��件をੳ৒

঳ಹ会ੑୃ入ୃল঳ಹ会ੑୃ入ୃল

105 億
4,355 万円

83 億
3,610 万円

43 億
1,142 万円

36 億
951 万円

33 億
1,814 万円

29 億
4,217 万円

18 億
4,387 万円

16 億
8,367 万円

16 億
5,293 万円

5 億
2,138 万円 57 億

78 万円

32 億
3,130 万円

27 億
2,079 万円

25 億
1,567 万円

130 億
1,404 万円

61 億
2,939 万円

24 億
370 万円

22 億
4,124 万円

20 億
4,786 万円

2
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議員の交通事௛にঢ়する経過ହ৥とおፀल
　このたび、本市議会議員が起こした交通事故について、新聞・テレビ等で報道され、市民の皆さまにご心配とご不信
を招くこととなりましたことを、議会を代表して心よりお詫び申し上げます。
　事故は５月１５日午前５時ごろ、新聞配達中の議員が運転する車両が、被害者宅のフェンスに接触し、フェンスを破
損させたものです。
　本人の説明によりますと、早朝であったことから相手方を起こすことは迷惑になるとの判断から、事故当時、相手方
や警察への連絡を行わず、その場を離れたとのことです。
　その後、被害者の方から警察へ連絡があり、警察から家族を通じて本人に連絡がありました。当日の議会終了後、
本人は警察に出向き、事故の状況を報告しました。また、その後、被害者の方との話し合いにより、破損したフェン
スについて賠償を行い、８月に示談が成立しました。
　この件については、６月議会終了後、本人から事故の責任を重く受け止めているとして、議会運営委員会委員長の辞
任届が提出されました。
　これを受け、議会運営委員会において、事故の経緯やその後の本人の対応、辞任届に対する本人の意思などについて
協議を行いました。
　協議では、辞任を認めないとする意見として、被害者との間で賠償・示談に向けた話し合いが進んでいること、本人
が既に警察への報告など必要な対応を行い、反省の意思を示していることから、現時点では委員長職を続けるべきとの
意見がありました。
　また、被害者との信頼関係を大切にすべきであり、委員長を辞任することが被害者との関係を改善するものではない、
本人への議長からの厳重注意で十分ではないか、職務を全うしてほしいとの意見も出されました。
　一方、辞任を認めるべきとの意見もありました。本人自らが反省の意を示して辞任届を提出している以上、その意
思を尊重すべきではないか、市民の立場から見れば、軽微な事故であっても本人が辞任を考えるほど重く受け止めたこ
とを考慮すべきではないか、本人が責任を重く受け止めている以上、続けてほしいとは言えないのではないか、といっ
た意見が出されました。また、委員会だけで判断するのではなく、さらに議論する必要があるとの意見もありました。
　このように、委員会ではさまざまな意見が出されましたが、最終的に辞任届について採決を行った結果、「辞任を許
可しない」とする意見が多数となり、辞任を許可しないことを決定しました。
　この結果については、その後、会派代表者会議に報告しております。また、議長として本人に対し厳重注意を行うと
ともに、被害者の方への誠実な対応を行うよう求めてまいりました。
　なお、議会として今回の件を公表することについては、議会だよりに経過を掲載する予定としておりましたが、前回
第８５号への掲載が間に合わず、市民の皆さまへの説明が遅れる結果となりました。
　今回、報道を通じて市民の皆さまに改めてご心配をおかけし、議会の対応について疑念を抱かれることとなったこと
を、議会として重く受け止めております。結果として説明が遅れたことについて、深くお詫び申し上げます。　　　　　
　議会として、今後、議員の倫理意識の向上と再発防止に努め、市民の皆さまの信頼を損なうことのないよう、議会全
体として襟を正し、誠心誠意、職責を果たしてまいります。
　このたびの件につきまして、市民の皆さま、そして被害に遭われた方に、改めて深くお詫び申し上げます。

　8 月に各種新聞、テレビで「議員が当て逃げ」と報道され、多くの市民が初めて事故のことを知ることになり
ました。私と議会に対して疑念を抱き、不信感を募らせた市民の皆さまに心よりお詫び申し上げます。
　改めて、議会・議員の責務と権能を自覚し、初心に立ち返り、襟を正して活動していく所存です。

令和８年９月 29 日
宮古市議会議長　橋本久夫

令和８年９月 29 日
宮古市議会議員　落合久三

૳়୲ਕ議員ප౗ધ
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　図は本市へのふるさと寄附金の推移を表しています。
令和３年に４. １億円であったものが、翌年には
１８．６億円に増加しましたが、その後２年間は減少
しました。そして、令和７年度決算では３２．２億円
に増えました。
　令和７年度は、寄附金が自主財源のなかでは市税
に次いで大きな財源となっています。その一方で、
ふるさと寄附金は年度によって変化が大きく、収入
の半分近くが返礼品や事務手数料などの費用になる
ため、本市で使える金額は収入の約半分となります。
このような財源の特性を踏まえて効果的に執行して
いくことが重要です。
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高ೡ者ଓലஓ購入費用助成事業 ��� ਐ৞

物価高騰等による補聴器購入へ
の補助金を上乗せする考えは。
耐用年数 5 年が経過した際の再
申請はできるか。

補助上限額 4 万 2,000 円は障がい福祉制度の補聴器
上限額と合わせ設定。他市町村の状況や予算の執行
状況を見ながら検討したい。令和 5 年度に開始した
事業で、まだ 5 年を経過していないが、破損等があ
る場合は随時相談に応じ申請を促している。

伊藤議員伊藤議員
介護保課長介護保課長

老朽化が進む中、修繕しながらの使用を基本とするが、
使用不能となった場合は他の施設等での授業の実施も
選択肢と考えている。

プールの維持管理や使用状況
などの費用対効果も含めた今
後のプール授業の方針は。

৵学ૅ施ਝଓఊ事業 ����� ਐ৞
教育部長教育部長 花輪議員花輪議員

利用人数は 712 人と若干増加しているがほぼ
横ばい。費用増は物価高騰や処遇改善による人
件費の増加のため費用が増えた。

学童の家の利用人数と費用が増
えている要因は。

指導員の配置状況と事業効果
の評価及び指導員確保の対策
は。

交通指導員ਝ઼事業 ��� ਐ৞
中居議員中居議員

こども家センター所長こども家センター所長

ଣୖ৏ుญ対策事業ق学ญのੇك� ੏ ����� ਐ৞

中嶋議員中嶋議員

௽がい者福祉঳ಹ事業ق福祉ॱॡシش助成ك��� ਐ৞

令和6年度から1回当たりの利用枚数の上限を撤
廃したことで利用率が上昇した。

福祉タクシー助成券の利用枚数が増
えた要因は。

心の力を蓄える場として機能しており、令和 7 年度は通室
者のうち 16 人が登校できた。高校・社会への適応を見据え
た体験活動も継続していく。

サーモン教室の現状と成
果は。

不ఃૅుญ生െ支援事業 ����� ਐ৞

福祉課長福祉課長

小島議員小島議員

白石議員白石議員

学校教育課長学校教育課長

高齢者補聴器購入費用助成事業高齢者補聴器購入費用助成事業
中等度難聴のために補聴器が必要な高齢者に対し購入費用の一部を助成する

ٜ決算特別委員会�ઇ育民生分科会ઇ育民生分科会

定数 35 人以内に対し 23 人の配置である（令
和 8 年 9 月 1 日時点）。重傷者事故の発生件数は
前年より減少しており、日々の啓発活動や街頭指
導がこのような実績に繋がっていると考えてい
る。引き続き自治会、行政連絡員、警察署と連携
しながら指導員確保に取り組みたい。

くらし安全課長くらし安全課長

行政連൪員事務 �����ਐ৞

行政連絡員 301 人は、どのような方
が担っているのか。また、担い手不
足にどう対応しているのか。

町内会長や自治会長が兼務するほか、輪番制
で担う地域もあり、委嘱は 1 年ごとに行って
いる。担い手不足の相談には、地域で協力す
る方法や他地域の事例を紹介し、解決につな
げている。

佐藤議員佐藤議員地域づくり地域づくり
推進課長推進課長

地域活力の創出や文化の伝承、地域課題の解決な
どについて協議し、地域の意見を集約する場とし
ている。各地域の課題を総合事務所の施策などに
生かし、地域づくりを進めている。

田老・新里・川井地区に設置さ
れている地域振興会議を、どの
ように位置付けているのか。

地域ஷ௪事業

地域振興部長地域振興部長 古舘議員古舘議員

主な要因は、臨時経済対策費 1 億 5,000
万円、給与改定費 9,300 万円、臨時財
政対策債償還基金 5,400 万円、過疎対
策事業債などの公債費 9,000 万円など
の増によるものである。

外線電話をひとつ準備して相談業務を行ってきた。
相談の内容として、解決してほしいという相談では
ないのが実態である。相談された方が話を聞いても
らってよかったということであれば、事業として、
市民のためになっているのではないかという評価を
している。

令 和 7 年 度 の 地 方 交 付 税 は 約 130 億
1,400 万円で、前年度から約 5 億 4,000
万円、4.3％増加した。主な要因は。

੓ਙ・঳ಹৼ୥
総務課長総務課長

財政課長財政課長

঳ಹ会ੑୃ入�地方交હઘ ��� ੏ ����� ਐ৞
竹花議員竹花議員

総়事務ਚઈ੾ � ੏ ����� ਐ৞

新設した地域振興部がリーダーシップを取り、担い手、産業、
環境など幅広い課題に取り組む。総合事務所が地域に根差し
た身近な組織として、地域の力を引き出せるよう努める。

地域が元気になり、次の世代
へつないでいくためには、地
域に最も近い総合事務所の人
員や予算を強化する必要があ
るのではないか。

地域振興部長地域振興部長
松本議員松本議員

行政連絡員事務行政連絡員事務
行政連絡員を配置し、市が行う業務の円滑な運営を図る

ٜ決算特別委員会�総務分科会総務分科会

相談の実人数 4 人、相談件数
10 件だが、相談しやすい環境
が出来ているのか。

工藤議員工藤議員
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特৒健診受診率向上は医療費೪制の঳つ

落合議員落合議員

古舘議員古舘議員

中居議員中居議員

決算　総ฐ質ઑ決算　総ฐ質ઑ

県は令和８年度から宮古市を「薬局受診
勧奨」のモデル市町村にしたが、進捗状
況はどうか。

ஂ護ੳ৒の੝ఒؚ基金活用で保૫料ೄ減を

࿘ો地区等௔৙ౌ಼にબる୮೮事業

介護基金は 11 億 279 万円もある。
この基金残高を活用し第 10 期にむけ保険料
軽減に活用すべきだがどうか。

蟇目区内の公葬地までの通路を一
体的に管理する考えはないか。

可燃物の収集について、週２回の実施
が川井地域は２か月間 ( ７・８月 ) だが、
９月までの３か月間に延長する考えはな
いか。

きれいなまち推進員を配置してごみの分別
指導・不法投棄を監視する活動について、
不法投棄の事例を確認した場合どのように
対処するのか。

中村市長中村市長

林 野 火 災 面 積 186.60ha
に対し復旧の進捗はいかが
か、また復旧完了の目標年
度はいつか。

中村市長中村市長

忙しくて健診を見送る人など受診への
意識の低さ等が考えられる。健診は地
域の公民館や田老・新里・川井診療所
で行っており、来年度から民間クリニッ
クでもできるよう準備を進めている。

薬局に薬をもらいに来た時に特定健
診のパンフレットを渡し勧奨するも
ので市内 25 薬局のうち 14 か所で
協力するとしている。

状態の変化に応じて区分変更申請がで
きる。このことを改めて周知したい。

第 10 期でも保険料軽減や対象事業
に活用してまいりたい。

完了は令和９年度目標で進んでいるが、県の治山事
業は 10 年度までまたがる。
また、復旧後の下刈などの付随作業は 12 年度まで
続き、その後も危険の無いよう現場の見回りはおこ
なう。

公葬地までの通路は、土地所有者から蟇目
区が管理を任されている。これまでも市が
簡易な補修対応してきた。引き続き区と協
議しながら補修を行う。

９月までの延長を望む声は把握してい
る。７・８月に比較すると９月以降は
量が少なくなっている。現時点で延長
は考えていない。地域住民の声を今後
も把握しながら検討する。

一般廃棄物と産業廃棄物の分別、原
因者の判明の有無に応じ、警察・保健
所と連携し対応する。また、状況によ
り不法投棄防止看板の設置も行う。

介護認定審査会は年 96 回、月８回行っ
ている。お年寄りは「（入浴も）なんと
か自分でやっている」と『見栄を張る』
ことが多い。実態に即した認定審査に
すべき。 落合議員落合議員

宮古市の国保特定健診の受診率は
35％と県平均の 50％より低い。心臓
に関わる医療費は年間５億円余、糖尿
病等内分泌疾病は約４億円である。医
療費抑制からも重要課題だと思うが市
長の認識は。

૙業訓練活৿事業 ��� ਐ৞

職業訓練の利用人数に対する
評価は。広報活動を続けているが、就職する方が少ない

ので、訓練者数が増えていかない現状である。

西村議員西村議員企業立地港湾課長企業立地港湾課長

閉伊川水門の建設にあたり、市民からの声を踏まえて管理橋を市
道として兼用する方針とした。観光面も考慮した結果、観光バスは
一方通行、一般車両は3.5トン以下の車両のみ対面通行とし、歩行
者・自転車については、直角カーブが２か所あることに加え、水門
の堰柱による見通しの悪さを考慮し、警察と協議の上、通行させる
ことは好ましくないと判断した。インフラ構造物の観光活用につい
ては、一時的な開放等、今後の活用方法を検討していく。

水門取付道路の目的
に観光も含まれるの
であれば、イベント
や大型連休のときに、
歩行者や自転車が通
行できる運用方法を
考えてはどうか。

൷టਆ水୅਄હ道ଡ଼ତ૟事業 �� ਐ৞
都市整備部長都市整備部長

アンケート調査によるターゲット層を
絞った分析、瓶ドンの付加価値向上、観
光協会のホームページリニューアル、外国
人向けの市内マップの作成やカラースト
リート、ハシゴずしの実施などの実績があ
る。また、マーケティング研究会という内
部組織があることも成果と認識している。

補助金額約 288 万円の活動実態として、
アンケートと瓶ドンの維持管理だけに
なっていないか。ＤＭＯ事業の実績をど
のように評価しているか。

前年度から水揚げ金額が２億 8,000 万
円の減だが、減った魚の種類は。

ီਟ௩ාಱ対策事業 ��� ਐ৞

観光課長観光課長

宮古ගۄۂڹにेる௴୾௓ਤ ��� ਐ৞

山崎議員山崎議員

植田議員植田議員

಼害公੾住୧ଵ৶事務 ���� ਐ৞

災害公営住宅の目の前にある消防屯所が集会機能をも
つことから、集会所が整備されていない経緯がある。
公営住宅法の規定に照らし合わせると、居室を集会所
に切替えることは難しい。

田老小学校前の災害公営住
宅において、集会所を要望
する声がある。空いている
部屋を集会所として利用で
きないか。

家賃低廉化事業は災害公営住宅の維持管理、家賃低
減事業は家賃の負担軽減分に対して、国から補助金
を受けている。家賃低廉化事業においては、令和７
年度に市内にある災害公営住宅 18 団地の 500 戸、
家賃低減事業においては、15 団地の 246 戸分の補
助を受けている。

災害公営住宅家賃低廉化事業に
計上している５億 8,059 万円
は、全て家賃軽減のために使わ
れているのか。

঳ಹ会ੑୃ入�বಛ支ল金�಼害公੾住୧ੇ൛低ᆛ৲・特別ੇ൛低減事業ڱ੏�����ਐ৞

住宅政策担当課長住宅政策担当課長

落合議員落合議員

鳥居議員鳥居議員

住宅政策担当課長住宅政策担当課長

a 職 業 訓 練 活 動 事 業職 業 訓 練 活 動 事 業
「職業能力開発法」による職業訓練を行う法人への補助、および宮古職業

訓練センターの指定管理や改修工事の実施設計を行う

ٜ決算特別委員会�ਓ業૦ਝ分科会ਓ業૦ਝ分科会

八谷議員八谷議員

スルメイカである。TAC（漁獲可能量）
上限が、一昨年より数百トン減ったこ
とが主な原因である。

水産課長水産課長



　
　

ココが×聞きたい！

一 般 質 問
ழદ　୾ஂ�議員 （立憲 ・ 市民クラブ） --------------------
　　■　歩きやすいまちづくりについて

　　■　水道料金における基本水量について

৵ਣ　ઉื  議員 （公明党） -----------------------------
　　■　不登校の児童生徒の健康について

　　■　子ども食堂を利用する子どもたちの状況について

　　■　感震ブレーカーの普及と購入費用の助成について

　　■　生活保護受給者への指導とかかわり方について

竹花　邦彦  議員 （立憲 ・ 市民クラブ） --------------------
　　■　地域医療の現状と課題について

　　■　物価高騰支援対策について

೘ি　ઽ঳  議員 （無所属クラブ） ------------------------
　　■　ラ ・ トリニダッドとの友好交流再開と国際化を核とした市勢発展について

　　■　宿泊 ・ 滞在型観光の強化について

ஜલ　෎঳  議員 （志政会） -----------------------------
　　■　国の特区制度活用について

花୽　政ધ  議員 （立憲 ・ 市民クラブ） -------------------- 
　　■　宮古北高校の存続について

　　■　カスタマーハラスメントへの対応について

టઢ　　஬  議員 （みやこ未来創造クラブ） -----------------
　　■　農業資材等の物価高騰に対する支援策について

　　■　鳥獣被害対策について

ਧ੨　ೣ੸  議員 （みやこ未来創造クラブ） -----------------
　　■　地域内経済循環を高める市内事業者への発注について

　　■　若者の市政参加と若者議会の設置について

　　■　緊急銃猟の実働体制と訓練について

12 ページ

12 ページ

13 ページ

13 ページ

14 ページ

14 ページ

15 ページ

15 ページ

市
政
を
問
う
！

※質問項目は、一般質問通告によるものです。

▲一般質問の内容を
動画でご覧いただけます。

本会議は生中継（ライブ配信）しています。録画中継は、本会議のおおむね５日後（土
日祝を除く）から配信します。

（パソコン、スマートフォン、タブレット端末に対応）

次の定例会議は、12 月上旬の開催予定です。
会議日程が決まり次第、宮古市議会のホー
ムページに掲載します。
詳しくは議会事務局におたずねください。

☎ 0193-68-9113
Mail：gikai@city.miyako.iwate.jp

市
議
会

ホ
␗
ム
ペ
␗
ジ

㌢

宮古市議会はどこでもリ॔ঝॱॖ঒でଳലできऽすآ宮古市議会はどこでもリ॔ঝॱॖ঒でଳലできऽすآ

定例会議開催中の午前８時 10 分ころから放送です。

宮古市議会のホームページのリンクを
クリックしてご覧ください。

みやこハーバーラジオ

インターネット生配信

フェイスブック

生ଣଛ

ઃ৚��া৒୻会議

11 10

令和 8年度　一般会計・特別会計の補正予算を可決

９月定例会議で可決した補正予算

補正予算の主な事業 (一般会計 )

０万円
���ਐ৞

9,101 万円
���ਐ৞

4,952 万円
���ਐ৞

���ਐ৞���ਐ৞

����� ਐ৞����� ਐ৞

����� ਐ৞����� ਐ৞

補正前の額
ଓਫપ

ଓਫ৏のપଓਫ৏のપ
事 業 ੡ 事 業 内 ઍ

防災事業（増額）防災事業（増額）

地域創生センター運営事業地域創生センター運営事業
（増額）（増額）

物価高騰で負担が増す保育施設の支
援と園児の食事の質を維持するため
副食費不足相当分を支給するもの。

大槌町林野火災及び熊本地震の支援
により使用した災害時用備蓄品の補
充を行うもの。
 内訳 アルファ米、保存水、備蓄毛布

施設で雨漏りが発生していることか
ら、改修工事のための調査設計を行
うもの。

一般会計（第２号）

国民健康保険事業
勘定特別会計（第 1 号）

介護保険事業
特別会計（第 2 号）

ଓਫ৐のપ ଓ　ਫ　પ ଓਫ৏のપ

371 億 9,720 万円 6 億 5,891 万円 ���੏ ����� ਐ৞���੏ ����� ਐ৞

54 億 2,744 万円 6,781 万円 ��੏ ����� ਐ৞��੏ ����� ਐ৞

62 億 9,362 万円 1 億 1,131 万円 ��੏ ���ਐ৞��੏ ���ਐ৞

保育施ਝ等物価高騰対策支援給હ金支給事業
など決ऽる

　令和 8 年度一般会計補正予算は、既に議決してい
る歳入・歳出に、それぞれ 6 億 5,891 万円を増額し、
予算総額は 378 億 5,611 万円となります。歳入の
主なものは県支出金や財産収入及び繰越金です。

保育施設等物価高騰対策支援保育施設等物価高騰対策支援
給付金支給事業（新規）給付金支給事業（新規）

1(:�!



宿泊客の低迷と客室減少への஠機感
体制のਘ৲はۄۂڹ

客室減少に஠機感ؚۄۂڹ体制は૑ਏに客室減少に஠機感ؚۄۂڹ体制は૑ਏに
ૢग௴୾ੈ会とੈ議するૢग௴୾ੈ会とੈ議するA. ೘ি�ઽ঳�議員

客
室
減
少
と
宿
泊
低
迷
に
対
す
る

打
開
策
は

　

市
内
೛
ຠ
者
数
は
目
標
の

28
万
２
૸
人
ຠ
に
対
し
て
５
万
人

の
ᕇ
離
が
続
い
て
お
り
␓
௢
室
数

の
減
少
も 

深
മ
な
課
題
だ
␔
一
ຠ

し
た
い
฽
૔
理
૓
の
創
出
に
向
け

た
␓
食
や
体
験
型
観
光
コ
ン
テ
ン

ॶ
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
評

価
と
␓
稼
ぐ
観
光
の
ఘ
令
ྶ
と
し

て
マ
␗
ケ
テ
␽
ン
グ
や
ૹ
品
造
成

を
担
う
宮
古
ග
Ｄ
Ｍ
Ｏ
※※
の
人
員

ఁ
充
等
の
見
解
は
␔

　

೛
ຠ
௢
数
は
23
万
人
前
後
で
推

移
し
足
踏
み
し
て
い
る
␔೛
ຠ
य़
⑂

パ
シ
テ
␽
の
減
少
は
観
光
業
の
基

盤
に
関
わ
る
重
大
な
課
題
と
認
識

す
る
␔
こ
れ
ま
で
宮
古
ハ
シ
ゴ
ず

し
へ
の
支
援
や
み
ち
の
く
ດ
௯
ト

レ
イ
ル
の
環
境
整
備
な
ど
を
行
␷

て
き
た
␔
Ｄ
Ｍ
Ｏ
体
制
や
௧
門
人

材
の
強
化
に
つ
い
て
は
␓
必
要
に

応
じ
て
観
光
協
会
と
協
議
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
␔

ラ
・
ト
リ
ニ
ダ
ッ
ド
と
の
友
好
交

流
再
開
は

　

旧
新
里
村
が
௵
好
交
流
覚
書
を

ഁ
結
し
て
以
来
長
年
交
流
を
重
ね

て
き
た
フ
␽
リ
আ
ン
共
和
国
ラ
・

ト
リ
ニ
ダ
⑁
ド
␔
私
は
フ
␽
リ
আ

ン
に
８
年
間
居
住
し
た
経
験
か
ら
␓

今
後
の
交
流
に
は
大
き
な
可
能
性

が
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
␔
新
੣

長
就
任
に
伴
う
఻
体
的
な
交
流
再

開
の
時
期
␓
お
よ
び
国
際
交
流
の

推
進
が
本
市
産
業
に
も
た
ら
す
効

果
に
つ
い
て
市
長
の
所
見
は
␔

　

令
和
６
年
４
月
に
前
市
長
が
現

地
を
௰
問
し
再
調
ഀ
の
意
思
を
確

認
し
た
が
␓
そ
の
後
の
఻
体
的
な

協
議
に
は
ඹ
␷
て
お
ら
ず
␓
現
時

点
で
は
本
市
の
産
業
に
ど
の
よ
う

な
効
果
を
生
み
出
せ
る
か
見
通
し

は
立
␷
て
い
な
い
␔ 

ラ
・
ト
リ
ニ

ダ
⑁
ド
と
の
協
議
の
中
で
␓
఻
体

化
を
検
討
し
て
い
く
␔

ਖਖ

市
長
市
長

植田議員の
一般質問

動画はこちら▶︎

市
長
市
長

●
●

● ● ●
● ● ●

※
Ｄ
Ｍ
Ｏ
␝D

estination M
anagem

ent /M
arketing O

rganization

の
頭
文
ஊ
を

取
␷
た
言
୴
␔
地
域
の
観
光
を
ま
と
め
上
げ
て
活
性
化
さ
せ
る
␫
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
␬

の
ఘ
令
ྶ
と
な
る
組
織
の
こ
と
␔

医師ન保対策と地域医療体制の೐੅を

限りある医療人材のથ効活用に向け限りある医療人材のથ効活用に向け
ঢ়બ機ঢ়とੲਾ共થ・ੈ議ঢ়બ機ঢ়とੲਾ共થ・ੈ議A. 竹花�邦彦�議員

医
師
不
足
等
の
現
状
と
医
療
人
材

育
成
に
つ
い
て

　

ௐ
生
ௌ
௮
省
が
公
表
し
た
本
年

４
月
現
૔
の
医
ప
ု
૔
指
標
で
は
␓

宮
古
医
療
෠
は
全
国
３
３
０
ᆽ
所

の
二
次
医
療
෠
の
中
で
３
２
７
位

で
␓
当
地
域
の
医
ప
不
足
は
深
മ

さ
を
増
し
て
い
る
␔
市
は
宮
古
医

療
෠
の
医
ప
ု
૔
指
標
低
下
の
要

因
等
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
␔ 

　

ま
た
␓
地
域
医
療
を
担
う
人
材

育
成
を
図
る
た
め
の
医
ప
等
ു
成

奨
学
ৱ
金
೵
付
事
業
の
実
績
評
価

と
課
題
認
識
を
ቯ
う
␔

　

医
ప
ု
૔
指
標
低
下
の
要
因
は
␓

医
ప
数
の
減
少
及
び
高
齢
化
␓
地

域
住
民
の
高
齢
化
に
よ
る
医
療
೽

要
の
高
止
ま
り
に
よ
る
も
の
と
分

析
し
て
い
る
␔
医
ప
等
ു
成
奨
学

ৱ
金
೵
付
事
業
は
␓
こ
れ
ま
で
に

医
ప
６
名
␓
看
護
ప
30
名
␓
ຓ
ఐ

ୋ
生
૒
１
名
の
計
37
名
に
奨
学
ৱ

金
の
೵
付
を
行
い
␓
こ
の
う
ち
医

ప
２
名
␓
看
護
ప
10
名
が
現
૔
␓

ଝ
務
၎
行
に
よ
り
市
指
定
の
市
内

医
療
機
関
に
ඐ
務
し
て
い
る
␔
地

域
医
療
の
担
い
手
確
保
に
一
定
の

効
果
が
あ
る
も
の
と
評
価
し
て
い

る
␔
制
度
の
周
知
が
課
題
で
あ
る
␔

宮
古
病
院
の
機
能
充
実
に
向
け
連

携
・
支
援
を

　

県
立
宮
古
病
੹
は
␓
常
ඐ
医
ప
␓

看
護
ప
等
が
ເ
常
的
に
不
足
し
て

い
る
実
態
が
あ
る
␔
ま
た
␓
応
援

医
ప
派
ാ
に
よ
る
診
療
ఐ
は
９
ఐ

と
な
␷
て
い
る
␔
常
ඐ
医
ప
等
の

確
保
と
医
療
機
能
の
充
実
強
化
に

向
け
␓
市
が
向
き
合
う
べ
き
連
携
・

支
援
施
策
や
環
境
づ
く
り
等
へ
の

課
題
認
識
を
ቯ
う
␔

　

市
で
は
␓
休
日
૶
೩
診
療
所
を

運
営
し
␓
日
໫
・
祝
日
の
軽
ඪ
೩

者
や
感
ഉ
ඪ
೩
者
を
受
け
入
れ
␓

宮
古
病
੹
の
負
担
軽
減
に
つ
な
げ

て
い
る
␔
今
後
も
␓
宮
古
病
੹
や

宮
古
医
ప
会
等
と
地
域
医
療
の
課

題
を
共
有
し
␓
૶
性
期
病
੹
と
か

か
り
つ
け
医
の
૽
સ
分
担
や
医
療

提
୹
体
制
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

く
␔　

物
価
高
騰
支
援
対
策
に
つ
い
て

　

市
の
物
価
高
騰
支
援
対
策
に
係

る
現
૔
の
検
討
状
況
と
今
後
の
基

本
的
考
え
方
は
␔

　

引
き
続
き
␓
市
内
各
事
業
者
等

へ
の
状
況
調
査
を
実
施
し
␓
適
時

適
切
な
支
援
が
届
け
ら
れ
る
よ
う

準
備
を
進
め
る
␔

宮古医療෠の中ற病院として੎ਏな
૽સを૿अَ਩立宮古病院ُ

ਖਖ

市
長
市
長

竹花議員の
一般質問

動画はこちら▶︎

市
長
市
長

市
長
市
長

ਖ

■

■

■

■■

੸学਋にあたり不ఃૅのుญ生െの
健康状ଙのཔ඼は౥৸か

૿ભઇ師を中ੱに保護者と৒਋的に૿ભઇ師を中ੱに保護者と৒਋的に
連൪を਄り়ढている連൪を਄り়ढているA. ৵ਣ�ઉื�議員

健
康
診
断
当
日
に
受
診
で
き
な

か
っ
た
と
き
は

　

不
登
校
の
児
童
生
െ
の
健
康
状

態
を
把
握
で
き
て
い
る
か
␔
ま
た
␓

一
ผ
に
行
わ
れ
る
健
康
診
断
に
参

加
で
き
な
か
␷
た
と
き
の
対
応
は

ど
う
し
て
い
る
か
␔

　

欠
席
が
長
引
く
場
合
な
ど
は
␓

必
要
に
応
じ
て
ു
護
教
ྺ
や
ス

ク
␗
ル
カ
क़
ン
セ
ラ
␗
等
と
情
報

を
共
有
し
␓
心
身
両
面
の
健
康
に

配
慮
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
␔

　

受
診
で
き
な
か
␷
た
場
合
に
は
␓

後
日
଻
別
に
受
診
が
可
能
で
あ
る
␔

子
ど
も
食
堂
を
利
用
す
る
子
ど
も

た
ち
の
状
況
は

　

地
域
の
方
々
の
支
援
等
に
よ
␷

て
␫
৕
ど
も
食
ൡ
␬
の
活
動
が
成

り
立
␷
て
い
る
と
認
識
す
る
が
現

૔
の
状
況
は
␔

　

宮
古
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

౏
し
て
␓␫
対
象
者
登
録
型
␬
は
൐

月
一
回
␓␫
地
域
඲
回
型
␬
は
定
期

的
に
開
催
␔
地
域
の
大
人
と
৕
ど

も
が
౿
を
合
わ
せ
て
一
ค
に
活
動

で
き
る
場
と
し
て
␓
地
域
の
つ
な

が
り
づ
く
り
の
一
助
も
担
␷
て
い

る
␔

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
購
入
費
用
の

助
成
に
つ
い
て

　

地
震
災
害
時
の
火
災
予
防
に
感

震
ブ
レ
␗
カ
␗
の
൤
及
が
望
ま
れ

る
が
市
の
見
解
は
␔

　

地
震
火
災
へ
の
備
え
と
し
て
大

切
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
␓

市
民
に
周
知
を
図
り
␓
認
知
度
の

向
上
に
努
め
る
␔
現
時
点
で
は
助

成
制
度
は
考
え
て
い
な
い
␔

生
活
保
護
受
給
者
へ
の
指
導
と
か

か
わ
り
方
は

　

被
保
護
者
の
༧
ஆ
・
༧
立
を
解

消
軽
減
す
る
た
め
␓
ど
の
よ
う
な

施
策
を
൥
じ
て
い
る
か
␔

　

被
保
護
者
の
༧
ஆ
や
༧
立
は
␓

健
康
的
要
因
␓
経
済
的
要
因
な
ど

か
ら
␓
地
域
と
の
関
わ
り
合
い
の

൑
難
さ
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
␔

　

൩
い
に
助
け
合
え
る
人
間
関
係

の
構
ണ
を
支
援
す
る
た
め
␓
居
場

所
づ
く
り
を
し
て
い
る
␔

ਖਖਖ

市
長
市
長

小島議員の
一般質問

動画はこちら▶︎

市
長
市
長

市
長
市
長

教
育
長
教
育
長

ਖ

■

■

■■

歩きृすいऽちतऎりへのੳ௙は

人がૐいؚ歩きؚ௫しिऽちとするために਄りੌि人がૐいؚ歩きؚ௫しिऽちとするために਄りੌिA. ழદ�୾ஂ�議員

歩
行
環
境
と
公
共
交
通

　

஺
差
や
ൊ
࿿
な
ど
が
␓
車
い
す

や
電
動
カ
␗
ト
の
通
行
を
࿉
げ
て

い
る
が
␓
歩
行
環
境
の
課
題
と
改

善
は
␔

　

道
路
が
歩
行
者
や
自
転
車
に
配

慮
さ
れ
て
お
ら
ず
␓
െ
歩
や
自
転

車
で
の
移
動
が
促
進
さ
れ
な
い
こ

と
␓
中
心
市
街
地
の
回
ฉ
に
つ
な

が
ら
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
␷
て

い
る
␔

　

宮
古
ക
か
ら
ま
ち
へ
歩
く
流
れ

を
生
み
出
す
た
め
に
␓
末
広
町
線

等
の
無
電
柱
化
や
美
ಎ
化
に
よ
り
␓

਍
全
で
඿
適
な
歩
行
空
間
を
確
保

し
て
い
く
␔

　

๘
ಎ
改
修
事
業
に
よ
り
஺
差
等

の
解
消
を
進
め
て
い
る
␔
歩
道
の

ఁ
幅
は
␓
既
成
市
街
地
で
は
用
地

確
保
が
容
易
で
は
な
い
␔
日
よ
け

や
ベ
ン
ॳ
の
設
置
は
␓
土
地
所
有

者
の
協
力
を
得
ら
れ
る
場
合
に

行
␷
て
い
る
␔

　

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
の
取

り
組
み
は
␔

　

市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
␓
バ

ス
೿
の
上
屋
の
整
備
を
進
め
る
␔

　

三
ಮ
ள
道
の
Ｉ
ڸ
カ
␗
ド
導
入

は
利
便
性
向
上
に
有
効
だ
が
␓
初

期
費
用
約
３
億
円
␓
年
間
維
持
費

約
１
４
０
０
万
円
と
高
額
␔य़
⑂
⑁

シ
⑃
レ
ス
や
全
国
の
ள
道
事
業
者

の
動
向
を
注
視
し
調
査
研
究
し
て

い
く
␔

　

৕
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
運
賃
補

助
で
は
␓
こ
れ
ま
で
の
効
果
を
検

઒
し
␓
今
後
の
方
針
を
検
討
す
る
␔

水
道
料
金
に
お
け
る
基
本
水
量

　

基
本
水
量
␟
10
⒛
／
月
␠
以
下

の
使
用
量
で
あ
␷
て
も
␓
一
定
の

水
道
料
金
を
支
௸
う
仕
組
み
だ
が
␓

基
本
水
量
౞
満
の
世
ఝ
の
સ
合
は
␔

　

約
１
万
３
０
０
件
␓
全
体
の

45
・
１
％
␟
令
和
８
年
７
月
␠␔

　

来
年
度
か
ら
始
ま
る
料
金
改
定

時
に
␓
使
用
量
の
少
な
い
高
齢
世

ఝ
等
に
配
慮
し
た
料
金
体
௺
へ
と

見
直
す
べ
き
で
は
␔

　

次
回
改
定
で
は
基
本
水
量
10
⒛

を
維
持
す
る
␔
一
方
␓
料
金
設
定

の
指
針
と
な
る
日
本
水
道
協
会␫
水

道
料
金
算
定
要
領
␬
に
は
␓␫
基

本
水
量
を
付
与
す
る
料
金
は
␓
料

金
の
ౕ
変
を
招
か
な
い
よ
う
に
少

し
ず
つ
解
消
し
て
い
く
␬
と
あ
る
␔

本
市
も
基
本
水
量
の
見
直
し
に
む

け
て
␓
他
の
事
業
体
を
参
考
に
研

究
し
て
い
く
␔

日ेけを活用した歩きたऎなる歩道

ਖ

市
長
市
長

八谷議員の
一般質問

動画はこちら▶︎

市
長
市
長

市
長
市
長

市
長
市
長

ਖਖਖ ■
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地域内経済循環を高めるには
市内事業者へ発注すसきでは

市内事業者を活用することはؚ市内事業者を活用することはؚ
地域内経済循環に資するものとੳ௙地域内経済循環に資するものとੳ௙A. ਧ੨�ೣ੸�議員

地
域
内
経
済
循
環
を
高
め
る
市
内
事

業
者
へ
の
発
注

　

市
の
予
算
を
地
域
内
で
循
環
さ
せ

る
た
め
␓
発
注
実
態
や
一
次
下
請
へ

の
市
内
事
業
者
の
活
用
状
況
␓
市
内
・

準
市
内
事
業
者
の
営
業
実
態
を
把
握

し
␓
指
定
管
理
者
を
含
め
た
地
域
内

調
達
方
針
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い

か
␔

　

昨
年
度
␓
２
０
０
万
円
を
超
え
る

市
営
建
設
工
事
１
１
５
件
は
全
て
市

内
事
業
者
と
ీ
約
し
␓
ీ
約
額
は
約

28
億
４
６
８
９
万
円
␔
建
設
関
連
業

務
委
౏
17
件
で
は
␓
市
内
事
業
者
９

件
52・
９
％
␓
準
市
内
６
件
35・
３
％
␓

県
内
２
件
11
・
８
％
␔
ీ
約
金
額
は

市
内
約
３
１
４
６
万
円
22
・
７
％
␓

準
市
内
約
７
１
８
４
万
円
51
・
８
％
␓

県
内
約
３
５
４
２
万
円
25
・
５
％
と

な
␷
て
い
る
␔

　

一
次
下
請
は
␓
落
ై
時
に
で
き
る

限
り
市
内
事
業
者
を
活
用
す
る
よ
う

௮
き
か
け
て
い
る
␔
地
域
内
調
達
方

針
は
␓
発
注
標
準
や
指
名
基
準
で
市

内
事
業
者
を
ર
੔
し
て
お
り
␓
改
め

て
策
定
す
る
必
要
は
な
い
␔

若
者
の
市
政
参
加
と
若
者
議
会

　
␫
み
や
こ
౞
来
議
会
␬に
代
わ
る␫
若

者
議
会
␬
を
設
置
し
␓
若
者
が
政
策

や
予
算
の
提
案
␓
実
施
後
の
検
઒
ま

で
関
わ
る
仕
組
み
と
し
て
は
ど
う
か
␔ 

　

高
校
２
年
生
へ
の
ア
ン
ケ
␗
ト
等

で
意
識
を
把
握
し
て
い
る
␔
若
者
が

政
策
や
予
算
の
使
ಥ
を
検
討
し
␓
成

果
の
検
઒
ま
で
関
わ
る
仕
組
み
は
意

ଝ
の
あ
る
取
組
と
認
識
し
て
い
る
␔

　

一
方
␓
参
加
者
の
確
保
や
継
続
性
␓

政
策
提
案
を
市
の
事
業
や
予
算
に
反

಩
す
る
手
法
な
ど
課
題
も
あ
り
␓
主

体
的
な
市
政
参
加
に
つ
な
が
る
取
組

を
引
き
続
き
検
討
す
る
␔

緊
急
銃
猟
の
実
働
体
制
と
訓
練

　

ಸ
૶
ฯ
ᄣ
௧
門
員
に
つ
い
て
␓
実

動
・
実
ೝ
訓
練
や
必
要
な
ಎ
備
へ
の

支
援
␓
関
係
機
関
と
の
連
携
␓
௧
門

員
へ
の
周
知
を
充
実
す
べ
き
で
は
な

い
か
␔ 

　

４
月
に
６
人
を
௧
門
員
に
任
୵
し

た
␔
実
際
の
出
動
を
୳
定
し
た
訓
練

は
重
要
と
認
識
し
␓
９
月
中
の
実
施

に
向
け
準
備
し
て
い
る
␔
10
月
に
は

県
主
催
の
現
地
訓
練
も
予
定
さ
れ
て

い
る
␔
実
ೝ
訓
練
は
௧
門
員
と
協
議

し
検
討
す
る
␔
指
ม
୵
令
や
関
係
機

関
と
の
連
携
は
対
応
マ
ニ
⑃
ア
ル
を

定
め
て
い
る
␔

ਖਖ

市
長
市
長

西村議員の
一般質問

動画はこちら▶︎

市
長
市
長

ਖ

市
長
市
長

農業資材等の物価高騰に対する支援策は

਍৒した経੾をಲਢできるेअ਍৒した経੾をಲਢできるेअ
૑ਏな支援策をਫ਼討૑ਏな支援策をਫ਼討A. టઢ�஬�議員

農
業
資
材
等
の
物
価
高
騰
に
対
す

る
支
援
策
に
つ
い
て

　

ෝ
料
␓
燃
అ
␓
஗
業
ৱ
材
等
の

価
ત
高
騰
が
続
く
中
␓
令
和
４
年

当
時
と
比
較
し
た
現
૔
の
状
況
と

஗
業
経
営
へ
の
୶
஭
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か
␔
ま
た
␓
こ

れ
ま
で
の
支
援
実
績
と
効
果
を
検

઒
し
␓
国
・
県
の
制
度
を
補
完
す

る
市
ஆ
自
の
助
成
や
上
乗
せ
支
援
␓

஗
家
へ
の
支
援
␓
離
஗
防
止
に
向

け
た
対
策
を
൥
じ
る
考
え
は
な
い

か
␔

　

஗
業
ৱ
材
等
物
価
指
数
は
令

和
４
年
を
１
０
０
と
す
る
と
␓

令
和
８
年
６
月
末
時
点
で
全
体

１
１
２
・
８
と
な
り
␓
価
ત
高
騰

が
高
止
ま
り
し
て
い
る
␔
令
和
４

年
度
以
降
␓
燃
అ
費
␓
施
設
園

഼
␓
ႛ
産
経
営
へ
の
支
援
を
延
べ

１
６
２
件
␓
約
１
０
０
０
万
円
実

施
し
␓
経
営
਍
定
に
寄
与
し
て
き

た
␔
県
の
஗
業
ৱ
材
価
ત
高
騰
対

策
の
動
向
を
踏
ま
え
␓
市
ஆ
自
の

助
成
や
上
乗
せ
支
援
を
検
討
す
る

と
と
も
に
␓
国
・
県
の
助
成
事
業

も
活
用
し
␓
஗
業
者
が
਍
定
し
て

経
営
を
継
続
で
き
る
よ
う
必
要
な

支
援
策
を
検
討
す
る
␔

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

　

サ
ル
の
目
ொ
や
஗
作
物
被
害
␓

人
へ
の
๏
ᇂ
が
発
生
し
て
い
る
␔

有
害
఑
獲
を
可
能
と
す
る
対
策
を

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
␔
ま
た
␓

鳥
ᄕ
の
出
ྷ
を
抑
え
る
೹
้
ఝ
の

整
備
や
␓
シ
カ
に
よ
る
஌
林
ᅇ
採

後
の
「
ひ
こ
芽
※
」
の
食
害
に
つ

い
て
␓
市
の
対
応
を
ቯ
う
␔

　

サ
ル
の
目
ொ
は
昨
年
度
６
件
か

ら
本
年
度
は
８
月
20
日
現
૔
で
11

件
に
増
加
し
て
い
る
␔
県
の
管
理

計
画
を
踏
ま
え
␓
サ
ル
の
有
害
఑

獲
を
含
め
た
取
り
組
み
を
検
討
す

る
␔

　

೹
้
ఝ
の
整
備
を
ൌ
望
す
る
地

域
に
は
␓
関
係
機
関
と
連
携
し
て

整
備
手
法
の
検
討
な
ど
を
支
援
す

る
␔
電
気
ፆ
の
൤
及
や
放
任
果
౴

ᅇ
採
へ
の
支
援
も
継
続
す
る
␔

　

シ
カ
に
よ
る
␫
ひ
こ
࿈
␬
の
食

害
は
認
識
し
て
お
り
␓
஌
林
再
生

へ
の
୶
஭
に
つ
い
て
関
係
機
関
と

連
携
し
␓
引
き
続
き
実
態
把
握
に

努
め
る
␔

ਖਖ

市
長
市
長

伊藤議員の
一般質問

動画はこちら▶︎

市
長
市
長■ ■

■■

※
ひ
こ
芽
（
ば
え
）
␝
౴
木
の
切
り
ઙ
や
根
元

か
ら
生
え
て
く
る
若
い
࿈
␟
新
࿈
␠
の
こ
と

■

宮古ਨ高ૅのோਢに対するੳ௙は

੗஘な学लのৃのન保と地域における੗஘な学लのৃのન保と地域における
੎ਏਙからோਢを਩にਏ஦していऎ੎ਏਙからோਢを਩にਏ஦していऎA. 花୽�政ધ�議員

　

岩
手
県
教
育
委
員
会
が
本
年
４

月
に
策
定
し
た
␫
第
３
期
県
立
高

等
学
校
再
ౣ
計
画
␬
で
は
␓
１
学

௻
校
の
入
学
ಂ
ൢ
者
数
が
２
年
連

続
し
て
20
人
以
下
と
な
␷
た
場
合
␓

原
ಋ
と
し
て
翌
年
度
か
ら
募
集
೿

止
と
な
る
␔
現
૔
１
学
௻
校
の
宮

古
ਨ
高
校
の
本
年
度
の
入
学
ಂ
ൢ

者
数
は
10
人
で
あ
り
高
校
存
続
に

は
␓
来
年
度
20
人
を
超
え
る
入
学

ಂ
ൢ
者
数
の
確
保
が
ཹ
ಸ
の
課
題

で
あ
る
␔
宮
古
ਨ
高
校
は
特
౦
あ

る
学
校
と
し
て
地
域
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
૔
で
あ
る
と
考
え
る

こ
と
か
ら
␓
高
校
存
続
の
課
題
に

つ
い
て
ቯ
う
␔

▢
宮
古
ਨ
高
校
が
果
た
し
て
い
る

૽
સ
等
の
認
識
は
␔  

　

▣
入
学
ಂ
ൢ
者
確
保
に
向
け
た
方

策
は
␔ 

 
 

　

▤
岩
手
県
教
育
委
員
会
が
令
和
10

年
４
月
に
開
設
を
目
指
す
␫
学
び

の
多
様
化
学
校
␬
に
対
す
る
認
識

は
␔

▢
宮
古
ਨ
高
校
は
␓
多
様
な
生
െ

を
ಶ
え
␓
生
െ
଻
々
に
寄
り
添
␷

た
手
ௐ
い
指
導
で
生
െ
の
進
路
実

現
に
つ
な
げ
る
教
育
を
実
ᄷ
し
て

い
る
␔
ま
た
␓
地
域
๾
൴
と
し
て

の
঎
ラ
ン
テ
␽
ア
活
動
を
通
じ
␓

地
域
に
活
力
を
与
え
て
い
る
こ
と

か
ら
␓
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
૔

と
認
識
し
て
い
る
␔

▣
入
学
ಂ
ൢ
者
確
保
に
つ
い
て
は
␓

宮
古
ਨ
高
校
が
実
ᄷ
す
る
特
౦
あ

る
教
育
活
動
を
中
学
生
及
び
保
護

者
に
対
し
␓
進
路
相
談
等
の
機
会

を
活
用
し
て
周
知
し
て
い
く
␔

▤
␫
学
び
の
多
様
化
学
校
␬
は
␓

不
登
校
生
െ
の
教
育
機
会
の
確
保

と
い
う
観
点
で
意
ଝ
あ
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
␔
一
方
␓
宮
古
ਨ

高
校
の
少
人
数
学
௻
に
よ
る
手
ௐ

い
支
援
や
଻
性
に
寄
り
添
␷
た
指

導
は
␓
多
様
な
生
െ
の
受
け
໢
と

し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
␔

　

宮
古
ਨ
高
校
に
つ
い
て
は
␓
多

様
な
学
び
の
場
の
確
保
と
地
域
に

お
け
る
重
要
性
か
ら
存
続
を
県
に

要
望
し
て
い
く
␔

ਖ

花輪議員の
一般質問

動画はこちら▶︎

市
長
市
長

ଡୗ੝୓特区で活用できる特৒事業での
特区ணடのਫ਼討はあるか

市としてजのेअなਫ਼討経過は૮い市としてजのेअなਫ਼討経過は૮いA. ஜલ�෎঳�議員

過
去
に
提
案
さ
れ
た
特
区
制
度
が

実
施
不
可
で
あ
っ
た
経
過
は

　

国
は
全
国
一
൅
の
規
制
や
制
度

が
地
域
実
情
に
合
わ
な
い
場
合
に

改
革
を
行
う
こ
と
で
␓
経
済
や
地

域
活
性
化
な
ど
に
つ
な
げ
る
制
度

を
設
け
て
い
る
␔ 

 
　

こ
の
制
度
に
は
全
国
対
象
の
構

造
改
革
特
区
␓
一
定
区
域
対
象
の

総
合
特
区
␓
地
域
限
定
の
大
࿸
な

規
制
改
革
を
行
う
国
家
戦
略
特
区

が
あ
り
␓
構
造
改
革
特
区
に
つ
い

て
は
平
成
26
年
３
月
に
␫
ཱི
土
⑇

ଘ
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
এ
⑁
ト
特
区
␬

平
成
29
年
３
月
に
␫
川
井
地
区
で

の
ど
व
ろ
く
特
区
␬
が
提
案
さ
れ

た
が
実
施
に
は
ඹ
ら
な
か
␷
た
␔

理
૓
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
␔

　

ཱི
土
⑇
ଘ
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス

এ
⑁
ト
化
は
␓
漁
業
権
を
有
す
る

漁
業
者
と
の
調
整
が
必
要
で
あ
る

と
௦
弁
し
て
い
る
␔ 

　

川
井
地
区
の
ど
व
ろ
く
特
区
は
␓

川
井
地
区
に
事
業
主
体
と
な
る
஗

業
者
が
い
な
い
こ
と
␓
今
後
関
心

の
あ
る
事
業
者
が
あ
れ
ば
対
応
し

て
い
く
຺
を
௦
弁
し
て
い
る
␔

　

い
ず
れ
も
␓
そ
の
後
に
事
業
者

等
か
ら
の
఻
体
的
な
事
業
提
案
や

相
談
は
無
い
␔

　

県
内
で
は
令
和
８
年
３
月
に
ಮ

前
高
田
市
が
ড
イ
ン
・
シ
␗
ド
ル

特
区
を
取
得
␔
ま
た
৊
時
期
に
岩

೎
町
で
は
学
校
設
置
事
業
で
廃
校

活
用
の
通
信
制
高
校
が
特
区
を
取

得
し
て
い
る
␔
市
で
は
␫
構
造
改

革
特
区
で
活
用
で
き
る
特
定
事
業
␬

を
用
い
て
␓
特
区
申
請
を
検
討
し

た
経
過
は
あ
る
か
␔

　

そ
の
よ
う
な
検
討
経
過
は
無
い
␔

　

ૂ
内
に
お
い
て
制
度
上
の
෢
を

横
断
的
に
ຸ
い
出
す
取
り
組
み
は

あ
る
か
␔

　

੔
行
し
て
ຸ
い
出
す
ア
プ
ট
␗

ॳ
は
行
␷
て
い
な
い
␔

　

民
間
企
業
等
か
ら
఻
体
的
な
提

案
が
あ
␷
た
際
に
␓
事
業
実
現
に

必
要
な
条
件
を
整
理
し
␓
法
令
や

規
制
が
障
害
と
な
␷
て
い
る
か
を

判
断
す
る
␔ 

　

そ
の
う
え
で
特
区
制
度
の
活
用

が
必
要
な
場
合
は
␓ 

ૂ
内
横
断
的

に
活
用
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
␔

ଡୗ੝୓特区で地域特ਙにૢगた地域活ਙ৲をآ

ਖਖ

市
長
市
長

市
長
市
長

白石議員の
一般質問

動画はこちら▶︎

市
長
市
長

ਖ

■

గু਩立宮古ਨ高等学ૅ

詳しい内容は
「地方創生構造改革特区」
で検索か上記 QR コード

を読み込んで下さい
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行政視察報告
「伐って、使って、植えて、育てる」

持続可能な
循環型林業を

目指して

②

～鳥取県日南町・中本造林株式会社（広島県）を視察

　

宮
古
市
は
総
面
積
の
92
％
を
஌
林
が
ಚ
め
る
௹
か
な
自
ே
に
౩
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
␓
さ
ら
な
る
林
業
振
興
が
૶
務
と
な
␷
て
い
ま
す
␔
産
業

建
設
常
任
委
員
会
で
は
␓
令
和
８
年
８
月
26
日
か
ら
28
日
の
３
日
間
␓
持

続
可
能
な
循
環
型
林
業
を
確
立
し
て
い
る
鳥
取
県
日
વ
町
と
␓
広
島
県
を

ು
点
に
␓
自
社
一
ฮ
で
␫
百
年
目
線
␬
の
஌
林
経
営
を
実
ᄷ
す
る
中
本
造

林
ઙ
ૄ
会
社
を
視
察
し
ま
し
た
␔
現
地
調
査
で
得
た
੔
進
地
の
知
見
を
␓

本
市
の
౞
来
へ
と
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
␔

　

日
વ
町
で
は
␓
中
ྫྷ
木

を
高
付
加
価
値
な
౐
板
積

層
材
␟
ہ
ۋ
ہ
␠
に
加
工

し
て
೽
要
を
਍
定
さ
せ
る

␫
日
野
川
の
஌
林
木
材
団

地
␬
を
整
備
し
て
い
ま
す
␔

ま
た
␓
全
国
初
の
町
立
林

業
学
校
␫
に
ち
な
ん
中
国

山
地
林
業
ア
カ
デ
঑
␗
␬

を
開
校
し
␓
他
業
種
を
経

験
し
た
␫
転
職
組
␬
の
定

ା
率
が
94
％
と
ா
め
て
高

い
実
績
を
上
げ
る
な
ど
␓

担
い
手
確
保
に
大
き
な
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
␔
さ

ら
に
␓
不
૔
村
地
主
を
対

象
と
す
る
山
林
寄
附
採
ವ

や
␓
特
定
の
重
要
区
域
に

絞
␷
た
集
約
化
モ
デ
ル
な

ど
␓
੔
進
的
な
஌
林
管
理

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
␔

先進地の取り組みから学ぶ

宮古市の林業振興に向けて

「緑の循環」「緑の循環」

流通の効率化と人材育成の仕組み

今後の展望

 下流の収益を上流へ還元する

　

中
本
造
林
で
は
␓
国
産
പ
を
自

社
の
特
産
品
で
あ
る
␫
൏
പ
␬
や

内
外
ಎ
材
な
ど
に
加
工
し
て
自
社

୿
ਲ਼
し
␓
そ
の
収
益
を
植
林
や
育

林
で
の
費
用
に
還
元
し
て
い
ま
す
␔

ま
た
␓
１
０
０
年
の
大
ྫྷ
木
を
育

て
る
␫
定
性
間
ᅇ
␬
や
␓
広
୴
౴

の
植
林
な
ど
␓
自
ே
と
共
生
す
る

持
続
可
能
な
林
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
␔
さ
ら
に
␓
加
工
時
に
発

生
す
る
端
材
も
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

燃
料
や
小
物
と
し
て
活
用
し
␓␫
஌

の
ৱ
源
を
１
０
０
％
使
い
切
る
␬

こ
と
で
␓
環
境
保
全
と
経
済
性
の

両
面
に
お
い
て
高
い
目
標
を
達
成

し
て
お
り
␓
本
市
の
参
考
と
な
る

੔
進
事
例
で
す
␔

産業建設常任委員会産業建設常任委員会
委 員 長：西村　昭二委 員 長：西村　昭二
副委員長：山崎　高広副委員長：山崎　高広
委　　員：植田　収一委　　員：植田　収一
　　　　　八谷　光介　　　　　八谷　光介
　　　　　鳥居　　晋　　　　　鳥居　　晋
　　　　　落合　久三　　　　　落合　久三

　今回の視察を通じて、行政による戦略的な仕組みづく
りと、民間による徹底した高付加価値化 （稼ぐ力）の両
輪が噛み合うことで、初めて持続可能な林業のサイクル
が成立することを実感しました。
　本委員会では、今回の調査で得た「区域を絞った集約
化モデル」「転職組や移住者に焦点をあてた人材獲得戦略」

「確実な再造林を促す支援のあり方」などの多様な知見を
十分に精査し、宮古市が持続可能で自立した林業振興に
舵を切るための実効性のある政策提言や、議会での議論
にしっかりと生かしてまいります。

行政視察報告
くらしを支える

を考える

「地域の足」

①

新潟県柏崎市

福島県南相馬市

まとめ

埼玉県東松山市 　

総
務
常
任
委
員
会
で
は
␓
令
和
８
年
８
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
␓
新
ඎ
県
ฃ
崎
市
␓
൮

௣
県
ূ
松
山
市
␓
福
島
県
વ
相
஝
市
を
௰
問
し
␓
人
ઠ
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
の
持

続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
␔

　

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
の

取
組
に
つ
い
て
研
修
を
受
൥
し
ま
し
た
␔

　

利
用
者
の
予
約
に
応
じ
て
運
行
経
路
を
調

整
す
る
仕
組
み
や
␓
既
存
の
公
共
交
通
と
の

૽
સ
分
担
␓
運
転
手
不
足
へ
の
対
応
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
␔

　

広
い
市
域
を
持
つ
宮
古
市
に
と
␷
て
も
␓

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
交
通
手
஺
を
考
え

る
上
で
参
考
と
な
る
取
組
で
し
た
␔

　

人
ઠ
減
少
や
高
齢
化
の
中

で
␓
市
民
の
日
常
生
活
に
必

要
な
移
動
手
஺
を
ど
の
よ
う

に
確
保
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
ቯ
い
ま
し
た
␔

　

公
共
交
通
は
␓
౐
に
交
通

手
஺
を
運
行
す
る
だ
け
で
は

な
く
␓
通
੹
・
େ
い
物
・
外
出
・

人
と
の
交
流
を
支
え
る
大
切

な
生
活
基
盤
で
す
␔

　

既
存
の
タ
ク
シ
␗
を
利
用
し
␓

市
が
運
賃
の
一
部
を
助
成
す
る
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
␗
に
つ
い
て
視
察

し
ま
し
た
␔

　

市
内
全
域
を
対
象
と
し
␓
通
੹

や
େ
い
物
な
ど
日
常
生
活
の
移
動

を
支
え
て
お
り
␓
利
用
者
の
約
８

સ
を
70
歳
以
上
が
ಚ
め
て
い
ま
す
␔

　

路
線
バ
ス
␓
市
内
循
環
バ
ス
␓

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
␗
そ
れ
ぞ
れ
の

૽
સ
を
整
理
し
␓
൩
い
に
補
完
し

な
が
ら
公
共
交
通
ි
を
構
ണ
し
て

い
る
点
が
ഀ
象
的
で
し
た
␔

ＡＩを活用した新たな移動サービスに注目！ＡＩを活用した新たな移動サービスに注目！

地域に必要な「足」をどう守る？地域に必要な「足」をどう守る？

既存のタクシーを活用！便利なデマンド交通既存のタクシーを活用！便利なデマンド交通

１１

２２

３３

　今回の３市の取り組みを参考に、宮古市においても地域ごとの実情を踏まえ、利用者の利
便性、交通事業者の担い手確保、財政負担などを総合的に考えながら、持続可能な公共交通
について検討していきます。

総務常任委員会
委 員 長：松本　尚美
副委員長：木村　　誠
委　　員：佐藤　和美
　　　　　古舘　　博
　　　　　工藤小百合
　　　　　竹花　邦彦
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初
ᆨ
の
便
り
と
と
も
に
␓

ആ
か
い
࿭
物
が
༻
し
い
ఛ

ත
と
な
り
ま
し
た
␔

　

私
が
所
ര
す
る
産
業
建

設
常
任
委
員
会
で
は
␓
鳥
取

県
日
વ
町
な
ど
を
௰
問
し
␓

持
続
可
能
な
林
業
や
஌
林

循
環
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
␔
௹
か
な
஌
林
ৱ
源
を
ど

う
活
か
し
␓
次
世
代
へ
つ
な

ぐ
か
␓
現
地
で
多
く
の
示
ྮ

を
得
ま
し
た
␔

　

９
月
定
例
会
議
で
は
␓
令

和
７
年
度
決
算
や
補
正
予

算
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
␔

議
会
の
活
動
を
␫
も
␷
と
身

近
に
␓
分
か
り
や
す
く
␬
お

届
け
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
␔

　

皆
さ
ま
␓
ど
う
ぞ
ご
自
ఎ

く
だ
さ
い
␔

編
集
後
記

副
委
員
長

　
　

植
田　

収
一

政務活動費の使用状況をお知らせします
　政務活動費とは、議員が調査研究やその他の活動を行うために必要な経費の一部として市か
ら交付されるもので、交付額は議員１人につき年額 15 万円です。
　政務活動費は、条例で定められた基準に従って使用し、どのような経費にいくら支出したの
か、年度末に領収書の原本を添えて報告することになっています。経費が 15 万円に満たなかっ
た場合は残金を返還し、15 万円を超えた場合は、超えた分を自己負担することになっています。
　令和７年度は 21 名が交付を受けました。議員ごとの使用状況については、下の表をご覧く
ださい。

※宮古市議会では、政務活動費の収支一覧表をホームページへ掲載しています。
なお、領収書（原本）など収支報告書を閲覧するためには請求手続きが必要となり
ますので、議会事務局（☎ 0193-68-9113）までお問い合わせください。

令和７年度 宮古市議会政務活動費 収支一覧

※交付決定時の議席番号
※１番 佐々木真琴議員は令和８年１月２３日辞職 ɹ

઒
Ҫ
஍
۠
Ͱ
ຖ
೥
։
͔
Ε
Δ
ủ
΍
·
ͼ
͜
ϑ
ỻ
ε

λ
Ứ
͸
ಓ
ͷ
Ӻ
΍
·
ͼ
͜
ؗ
Λ
会
৔
ʹ
ỏ
஍
Ҭ
ͷ
ಛ

࢈
඼
ൢ
ച
΍
͞
·
͟
·
ͳ
࠵
し
͕
ߦ
Θ
Ε
ỏ
ଟ
͘
ͷ

ਓ
Ͱ
೐
Θ
͍
·
͢
Ố
ͦ
ͷ
த
Ͱ
ỏ
ຖ
೥
ಉ
࣌
։
࠵
͞

Ε
ͯ
͍
Δ
ͷ
͕
ủ
ೆ
෦
໦
Ṣ
Ӗ
શ
ࠃ
େ
会
Ứ
Ͱ
͢
Ố

ɹ
چ
઒
Ҫ
ଜ
࣌
୅
ͷ
ฏ
੒
12
೥
ʹ
࢝
·
Γ
ỏ
ࠓ
೥
Ͱ

24
ճ
໨
Ố
ࠓ
ճ
͸
̕
݄
̒
೔
ʹ
։
͔
Ε
ỏ
ݝ
಺
֎
͔

Β
ࢀ
Ճ
し
ͨ
88
ਓ
͕
ỏ
ࢁ
ؒ
ͷ
ཬ
ʹ
ࣗ
ຫ
ͷ
Վ
੠
Λ

ڹ
͔
ͤ
·
し
ͨ
Ố

ɹ
ೆ
෦
໦
Ṣ
Ӗ
͸
ỏ
ࢁ
ਂ
͘
෼
͚
ೖ
ỳ
ͯ
໦
Λ
െ
Γ
ỏ

൘
Λ
Ṣ
͍
ͨ
৬
ਓ
ͨ
ͪ
͕
࢓
事
ͷ
߹
ؒ
ʹ
Վ
ỳ
ͨ
࢓

事
Ӗ
Ͱ
͢
Ố
Վ
ࢺ
ʹ
͸
ࢁ
Ͱ
ͷ
฻
Β
し
΍
࢓
事
ỏ
ނ

ڷ
΁
ͷ
ࢥ
͍
ͳ
Ͳ
͕
ࠐ
Ί
Β
Ε
ͯ
͍
·
͢
Ố
ಛ
௃
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第２回

　

宮
古
市
議
会
で
は
␓
よ
り
開
か
れ

た
議
会
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指

し
␓
８
月
24
日
と
25
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
␔
൥
ప
に
は
␓
一
般
社
団
法
人
地

方
公
共
団
体
政
策
支
援
機
構
の
上
席

研
究
員
・
渡
ఈ
୬
౴
੽
を
ಶ
え
␓
委

員
会
の
活
性
化
に
向
け
た
␫
議
員
間

討
議
␬や␫
フ
␼
シ
リ
テ
␗
シ
⑄
ン
␬␓

そ
し
て
適
切
な
議
論
を
担
保
す
る
た

め
の
␫
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
␬
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
␔

「
何
が
変
わ
っ
た
か
」
成
果
に
着
目

し
、
委
員
会
審
査
を
深
め
る
。

　

初
日
は
各
委
員
会
の
正
副
委
員
長

を
対
象
に
␓
議
会
基
本
条
例
に
定
め

ら
れ
た
␫
議
員
間
に
お
け
る
討
議
を

通
じ
た
合
意
஄
成
や
政
策
提
言
␬
を

఻
体
化
す
る
た
め
の
研
修
を
行
い
ま

し
た
␔ 

審
査
を
深
め
る
た
め
に
は
␓

౐
に 

␫
୦
を
行
␷
た
か
␬
と
い
う
事

業
内
容
の
確
認
だ
け
で
な
く
␓␫
住

民
や
地
域
に
ど
の
よ
う
な
ଐ
い
変
化

␟
成
果
␠ 

が
生
ま
れ
た
か
␬
に
ା
目

す
る
こ
と
が
ா
め
て
重
要
で
す
␔
研

修
で
は
␓
委
員
会
前
・
中
・
後
に
お

け
る
正
副
委
員
長
の
૽
સ
を
整
理
␔

論
点
を
明
確
に
絞
り
込
み
␓
ホ
ড
イ

ト
঎
␗
ド
を
活
用
し
て
メ
ン
バ
␗
全

員
の
意
見
を
整
理
す
る
␫
フ
␼
シ
リ

テ
␗
シ
⑄
ン
手
法
␬
に
つ
い
て
␓
実

ᄷ
的
な
グ
ル
␗
プ
౰
ಆ
を
通
し
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
␔

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
と
、
適
切
に
厳

し
い
政
策
議
論
の
両
立 

　

２
日
目
は
全
議
員
を
対
象
と
し
␓

前
半
は
委
員
会
活
性
化
の
た
め
の
議

論
の
手
法
を
共
有
␔
後
半
は
␓
議
論

の
質
を
保
ち
␓
議
会
全
体
の
信
頼
を

高
め
る
た
め
の
␫
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
␬
を
テ
␗
マ
に
学
ಆ
し
ま
し
た
␔

議
会
は
本
来
␓
政
策
や
予
算
を
厳
し

く
質
す
場
で
す
が
␓
人
ત
へ
の
వ
ொ

に
発
展
す
る
と
職
員
は
本
ఠ
を
言
わ

な
く
な
り
␓
議
員
৊
૒
も
委
ೠ
し
␓

結
果
と
し
て
議
論
の
質
が
下
が
り
ま

す
␔
研
修
で
は
␓␫
人
ત
で
は
な
く
␓

政
策
・
仕
事
を
議
論
す
る
␬␫
ན
の

常
識
で
話
さ
な
い
␬
と
い
␷
た
␫
議

員
と
し
て
最
低
限
␓
気
を
つ
け
る
べ

き
５
つ
の
এ
イ
ン
ト
␬
を
確
認
␔
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く
す
こ
と
が
␫
議

会
の
力
を
高
め
る
こ
と
␬
に
つ
な
が

る
こ
と
を
認
識
し
␓
൩
い
を
尊
重
し 

つ
つ
␫
適
切
に
␓
厳
し
く
議
論
す
る
␬

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
␔

　

今
回
の
研
修
で
得
た
フ
␼
シ
リ

テ
␗
シ
⑄
ン
の
ঀ
क़
ハ
क़
と
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
の
意
識
を
日
々
の
委
員

会
活
動
や
本
会
議
に
活
か
し
␓
市
民

の
皆
さ
ま
の
負
౏
に
全
力
で
応
え
る
␓

よ
り
高
度
な
意
思
決
定
機
関
と
し
て

の
議
会
を
確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
␔

――――――　市議会議員研修会と正副委員長研修会を開催　――――――

「
住
民
福
祉
の
向
上
」
に
向
け
、
議
論
の
質
を
高
め
る

～
「
議
員
間
討
議
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
」
を
学
ぶ
～

１
日
目

正
副
委
員
長
研
修

２
日
目

議
員
全
体
研
修

8/24

8/25

信
頼
さ
れ
る

議
会
を
目
指
し
て

19 18

議
会
広
報
ౣ
集
委
員
会

　
　

委
員
長  

古
舘　
　

博

　
　

副
委
員
長　

植
田　

収
一

　
　

ౣ
集
委
員　

八
谷　

光
介

　
　
　
　
　
　
　

花
輪　

政
文

　
　
　
　
　
　
　

中
居　

๞
広

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

和
美
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